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概    要 本研究は、非医療系女子大学生を対象とした乳がんおよび子宮がん啓発教育プログ
ラムを実施、評価し、女子大学生へのよりよいプログラム開発への示唆を得ることを目的とした。教育

























現在、乳がんは 40 歳、子宮頸がんに関しては 20












































































前に「希望する」と回答した 16 名中、3 名が受講
後「迷っている」と回答していた。また、受講前

































3．Yumiko Namizaki, Chie Seto, Ayako Sasaki．
Knowledge and Awareness, and  
Communication between Mothers and 
Daughters regarding Breast Cancer: 
Comparison of Female University Students 
majoring in Medical and Their Mothers. 14th 
East Asian Forum of Nursing Scholars, 
2011.2.12, Seoul, Korea. 
「特記事項」 
本研究にご理解とご協力を賜りました学生の
皆様、教育地域科学部長 梅澤章男教授、教務・
学生サービス課教務第二係 東智恵美様はじめ
職員の皆様に感謝申し上げます。 
「競争的資金・研究助成への申請・獲得状況」 
2011 年科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究），母
娘の情報伝達に着目した乳がんおよび子宮がん
啓発教育プログラムの開発（代表）申請中． 
本助成による主な発表論文等、特記事項および 
競争的資金・研究助成への申請・獲得状況
